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国会請願活動で先頭に立ち報告する故増本一彦中央本音|:会長

増本一彦中央本部会長の遺志を継ぎ

国会講願 と全国大会めざし

国賠署名と2万の同盟の成功を !

会
員
の
皆
さ
ん

今
年
の
国
会
請
願
は
５
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
歴
史
の
真

実
を
明
ら
か
に
し
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
と

賠
償
を
求
め
て
、
１
９
７
４
年
以
来
、
毎
年
粘
り
強
く
署
名
を

集
め
、
国
会
講
願
を
行
っ
て
い
ま
す
。

署
名
活
動
は
、
国
民
へ
働
き
か
け
る
最
も
基
本
的
な
活
動
で

あ
り
、
私
た
ち
の
運
動
を
国
民
的
運
動
に
発
展
さ
せ
る
基
本
で

す
。
署
名
活
動
は
、
同
盟
活
動
の
質
的
強
化
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
強
化
し
つ
つ
、
こ
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
々
、

所
属
団
体
の
皆
さ
ん
に
、
国
賠
署
名
を
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

国
会
請
願
５
月
予
定

全
国
大
会
６
月
２
、
１３
日
予
定

「国
は
治
安
維
持
法
犠
牲
者
ら
に
謝
罪
と
賠
償
措
置
を
執
れ
」
な

ど
国
会
請
願
３
項
目
を
実
現
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
同
盟
は
力
不
足
。

２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体
制
に
決
着
を
つ
け
る
、
そ
の
た
め

に
数
万
の
会
員
を
擁
す
る
同
盟
に
す
る
、
そ
の
第

一
歩
が

「今
年
６

月
の
全
国
大
会
ま
で
に
２
万
の
同
盟
に
す
る
」
と
い
う
大
方
針
で
す
。

役
員
先
頭
に
全
会
員
総
が
か
り
で
実
行
し
超
過
達
成
し
ま
し
ょ
う
。
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原
田

完
府
本
部
会
長
を

迎
え

「
２
０
２
２
年
新
年

の
つ
ど
い
」
開
催
‥

京
丹
後
支
部

京
丹
後
支
部
は
１
月
２
３
日

（
日
）
午
後

１
時

３
０
分
か
ら

一
２
０
２
２
新
年
の
つ
ど
い
」
を

開
き
ま
し
た
。
支
部
結
成
後
２
０

１
０
年
～
２
０
１
８
年
ま
で
毎
年

「
シ
シ
鍋

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
２
０
１
９
年
か
ら

は
鍋
な
し
で
開
催
、
昨
年
は

コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
や

っ
と
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、

Ｄ
Ｖ

Ｄ
…
劇
映
画

「わ
が

青
春

つ
き
る
と
も
伊

藤
千
代
子
の
生
涯
」

Ｐ
Ｒ
版

（
２
０
分
）

を
視
ま
し
た
。

開
会
あ

い
さ

つ
は

松
村
支
部
長
が
行

い
、

岸

田
首
相
が

「敵
基

地
攻
撃
能
力
保
有
」

の
検
討
を
言

い
出
し
、

「全
面
戦
争

の
で
き

る
国
」
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
危
険
な
動

き
に
対
し
て
、

「戦
前
を
思
い
だ

す
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
事
態
だ
、

治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
の
顕
彰
活

動
を
つ
う
じ
て
、
憲
法
を
生
か
し

た
自
由
で
平
等
に
生
き
ら
れ
る
社

会
を
め
ざ
そ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

昨
年
末
に
は

「安
達
征

一
、
和

田
喜
太
郎
を
語
る
会
」
の
開
催
で
、

治
安
維
持
法
犠
牲
者
等
の
顕
彰
活

動
の
重
要
性
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
４
月
知
事
選
挙
、
６

月
同
盟
全
国
大
会
、
７
月
参
議
院

選
挙
と
連
続
し
た
大
事
な
選
挙
と

全
国
大
会
が
あ
り
ま
す
が
、
同
盟

活
動
の
前
進
を
軸
に
奮
闘
し
よ
う

と
強
調
し
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
原
田
完
京
都

府
本
部
会
長
の
出
席
を
え
て

「現

在
の
情
勢
と
治
安
維
持
法
に
関
わ
っ

て
の
報
告
」
と
題
し
て
、
激
励
と

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
岸
圏

内
閣
の
危
険
性
と
総
選
挙
結
果
、

新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

。
米
軍
基

地
対
策
に
大
穴
、
モ
リ

，
カ
ケ

ｏ

桜
疑
惑
や
検
察
庁
の
定
年
延
長
疑

惑
に
蓋
、
学
術
会
議
に
政
治
的
関

与
の
問
題
な
ど
…
同
盟
の
活
動
は

民
主
主
義
の
原
点
だ
と
指
摘
し
、

直
面
し
て
い
る
京
都
府
知
事
選
挙

・

参
議
院
選
選
挙
の
勝
利
め
ざ
し
て

頑
張
ろ
う
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
民
主
府
政
丹
後
連
絡
会

事
務
局
の
尾
崎
敏
さ
ん
か
ら

「会
」

の
活
動
と
激
励

・
連
帯
の
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
請
願
署
名
で

の
奮
闘
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

閉
会
挨
拶
を
行

つ
た
森
勝
副
支

部
長
は
、
原
田
完
府
本
部
会
長
は
、

京
丹
後
支
部
が
掲
げ
て
い
る
諸
課

題
の
目
標
を
や
り
抜
い
て
、
知
事

選

・
参
院
選

へ
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
欲
し
い
と
の
激
励
だ

っ
た
、

頑
張
ろ
う
、
と
訴
え
ま
し
た
。

京丹後支部の新年会。原田府本部会長が参加し激励と

講演を行いました。
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第
Ю
回
宇
治
洛
南
支
部

総
会
は
全
議
案
が
議
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
！

宇
治
洛
南
支
部

●
宇
治
洛
南
支
部
は
２
０
２
０
年

１‐
月
２０
月
に
第
９
回
総
会
を
開
催

し
て
か
ら
１
年
と
な
り
ま
し
た
ｃ

現
在
、

コ
ロ
ナ
感
染
が
蔓
延
し
、

集
会

の
制
限
や
感
染
防
止
の
た
め

の
ソ
ウ
シ
ヤ
ル
デ

ス
タ
ン
ス
の
為

に
行
動
の
制
限
も
あ
り
ま
す
ｃ
従

い
ま
し
て
今
回
の
第

１０
回
字
治
洛

南
支
部
の
総
会
は
、

Ｈ
月
田
日
の

理
事
会
に
て
文
書
議
決
の
郵
送
方

式
で
議
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
ｃそ

の
結
果
、
宇
治
洛
南
支
部
の

総
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
総
会

議
決
文
書
の
１２
月
一３０
日
締
め
切
り

の
返
信
方
法
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、

賛
成
多
数
に
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
文
書
は
、
Ｃ

９
期
活
動
報

告
、
②

ｌＯ
期
運
動
方
針
、
③

ｌＯ
期

役
員
体
制
で
す
‥

○
第
■
期
運
動
方
針
は
次
の
通
り

で
す
ｃ

Ｏ
憲
法
改
憲
Ｎ
Ｏ
Ｉ
、
９
条
改
憲

許
さ
な
い
国
民
運
動
の
先
頭
に

衆
議
院
選
挙
を
終
え
た
今
、
私

た
ち
は
改
め
て
憲
法
を
守
り
生
か

す
運
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が

ぁ
り
ま
す
。
そ
れ
は
第

一
に
憲
法

９
条
の
明
文
改
憲
を
許
さ
ず
、
９

条
に
反
す
る
動
き
を
く
い
止
め
る

だ
け
で
な
く
、
９
条
の
理
念
を
具

体
化
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

私
た
ち
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国

家
賠
償
要
求
同
盟
は
、
今
、
先
達

た
ち
が
生
命
を
賭
し
て
闘
い
そ
の

礎
を
築
き
上
げ
た
日
本
国
憲
法
の

両
性
の
平
等
に
も
と
づ
く
国
民
主

権
主
義
を
確
立
し
て
、
国
際
平
和

主
義
、
基
本
的
人
権
尊
重
主
義
と

国
民
の
暮
ら
し

。
経
済

。
文
化
の

向
上
を
目
指
し
た

「聞
い
と
抵
抗

の
歴
史
」
を
深
く
掴
ん
で
、

「市

民
と
野
党
の
共
同
」
の
運
動
の
輪

の
中
に
入

っ
て
、
そ
の
発
展
に
力

を
尽
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
会
員
拡
大
日
標
　
過
去
最
高
を

目
指
し
２５
名
を
目
標
と
し
ま
す
。

☆
国
賠
署
名
　
個
人
署
名
目
標

５

ｏ
Ｏ
筆
　
団
体
署
名
ｌｏ
団
体

○
オ
ル
グ
活
動
を
再
開
し
旺
盛
な

取
り
組
み
に
し
て
い
く
。

○
宣
伝
行
動
　
同
盟
会
員
、
協
力

者

の
参
加
を
募
る
。

・
毎
月
Ю
日
清
水
寺
宣
伝

ｉ
Ｄ
月
１
ロ
メ
ー
デ
ー
宣
伝

ｏ
５
月
３
日
円
山
憲
法
宣
伝

・
８
月
１５
日
終
戦
記
念
日
宣
伝

。
毎
月
６
目
近
鉄
大
久
保
駅
午

後
６
時
平
和
ネ

ツ
ト
宣
伝

○
顕
彰
活
動

○
山
宣
墓
前
祭
３
月
５
日

○
治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿
作
成

に
宇
治
洛
南
地
域

〇

一伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
、
教

育
文
化
映
画
上
映
活
動

・
上
映
実
行
委
員
会
結
成
に
向
け

努
力
す
る
。

・
伊
藤
千
代
子
が
治
安
維
持
法

の

も
と
反
戦
／
平
和

。
両
性

の
平
等

（ジ

エ
ン
ダ
ー
平
等
）
な
ど
の
闘

い
か
ら
現
在

の
平
和

ｏ
自
由

・
平

等

・
民
主
主
義
の
向
上
の
た
め

に
、
い
か
に
生
き
る
か
、
い
か
に

闘
う
必
要
が
あ
る
か
問

い
か
け
る

作
品
ｃ

。
特
に
若
い
青
年
層

へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
民
主
青
年
同
盟
等
に
呼
び
掛

け
る
ｃ

●
総
会
議
決
書
案
に
に
対
し
て
提

出
さ
れ
た
主
な
意
見
、
質
問
、
提

案
、
要
望
は
次
の
内
容
で
す
。．

次
国
の
字
治
洛
南
支
部
理
事
会

に
て
反
映
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

☆
会
費
４
０
０
０
円
は
高

い
。
２
，

０
０
０
円
に
考
慮
し
て
く
だ
さ

い
．

☆
来
年
は
戦
後
史
の
本
を
出
し
ま

す
。
研
究
分
野
で
同
盟
の
活
動
に

参
加
し
た
い
と
思

つ
て
い
ま
す
。

☆
２
０
２
２
年
は
積
極
的
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
予
定
表
が

あ
れ
ば
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

☆
三
度
と
戦
争
に
な
る
事
だ
け
は

許
せ
ま
せ
ん
。
日
本
国
憲
法
は
世

界
の
宝
で
す
。

☆
参
議
院
選
挙
で
頑
張

っ
て
憲
法

改
悪
阻
止
し
ま
し
よ
う
。

☆
国
会
請
願
の
結
果
、
府
、
市
会

の
請
願
は
ど
う
な

っ
て
い
ま
す
か
？

☆
女
性
の
役
員
が
少
な
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。
も

つ
と
す
そ
野
を
広

げ
る
運
動
を
―

☆
い
つ
も
お
世
話
様

で
す
。
ま
す

ま
す
活
動
の
必
要
性
が
高
ま

っ
て

き
ま
し
た
ね
。

☆
戦
争
で
き
る
国

へ
と
変
え
よ
う

と
す
る
政
府

の
動
き
を
止
め
る
た

め
に
、
声
を
上
げ
続
け
て
い
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
憲
法
変
え

さ
せ
な

い
―
ご

い
つ
し
ょ
に
力
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
な
お
返
信

の
際
、
２７
名
か
ら

１
１
０
筆
の
国
賠
署
名
と
１
０
０

０
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
す
。

●
１０
期
宇
治
洛
南
支
部
の
役
員
体

制
は
次
の
通
り
で
す
。

（支
部
長
）

田
日
　
克
己

（副
支
部
長
）

木
村
　
充
　
　
山
崎
　
恭

一

（事
務
局
長
）

藤
原
　
元
幸

（事
務
局
次
長
）

谷
日
　
公
洋

（理
事
）

田
日
　
克
己
　
　
本
村
　
充

山
崎
　
恭

一　
　

藤
原
　
元
幸

谷

口
　
公
洋
　
中
野
　
ま
す
み

（顧
問
）

宮
城

目
出
年
　
前
窪

義
由
紀

訃
報増
本

一
彦
さ
ん
が
死
去

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠

償
要
求
同
盟
の
中
央
本
部
会
長

・

弁
護
上

・
元
衆
院
議
員

の
増
本

一
彦
さ
ん
が
、
２
月
６
日
死
去

さ
れ
ま
し
た
。
路
歳
で
し
た
。

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

「治
安
維
持
法
と
現
代
」

秋
季
号

（４２
号
）
の

ご
案
内

学
習
し
ま
し
よ
う
―

Ａ
５
判
、　
１
５
５
ペ
ー
ジ

定
価
千
円

●
五
十
嵐
仁
さ
ん

　

「
ハ
ト

派
。
リ
ベ
ラ
ル
」

の
衣
を
ま

と

つ
た
安
倍
背
後
霊
政
権
」
。

新
た
に
発
足
し
た
岸

田
内
閣

の
危
う

い
性
格
と
仮
面
の
限

界
を
ズ
バ
リ
分
析
す
る
。

●
資
料

「
立
憲
民
主
党

の
国

対
委
員
会
が
山
宣
基
前
祭

に

寄
せ
た
メ
ツ
セ
ー
ジ

●
金
田
勝
年
法
相

（当
時
）

の
国
会
答
弁
議
事
録
ｔｒ
廃
止

と
な

つ
た
治
安
維
持
法
に
し

が
み

つ
く
白
公
政
権

の
時
代

錯
誤
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
す

る
。


